
令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識・技能 

71.5% 
（7.9 問/11 問） 

1.48% 71.8% 67.6% 68.5% 72.4% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1  「みじかい」を漢字で書いたときの送り仮名が正しい

ものを選択する 
選択 84.9% － － 

２ 

一 
文脈に沿って正しい漢字を選択する「話題になるきか

いがふえた」 
選択 90.7% － － 

二 
文脈に沿って正しい漢字を選択する「勇気ある行動に

かんしんする」 
選択 69.2% － － 

３  示された述語に対する主語を選択する 選択 74.8%  53.6% ＋21.2 

４  接続語を使って一文を二文に分けて書く 短答 42.4% 48.4% －6.0 

５ 

一 
【緑のカーテン作りへの協力のお願い】における文章

の構成の工夫として当てはまるものを選択する 
選択 68.8% 70.7% －1.9 

二 
【友達の考え】と同じ考えの人を説得するために引用する文

章を，【『緑のカーテンを始めよう』の一部】から選択する 
選択 74.8% 69.9% ＋4.9 

６ 

一 
学校新聞を書くために，「時の記念日」についての【資

料】から，小野さんが中心に読むとよい段落を選択する 
選択 74.2% 83.8% －9.6 

二 
学校新聞を書くために，「時の記念日」についての【資

料】から，今村さんが中心に読むとよい段落を選択する 
選択 62.8% 77.6% －14.8 

７ 

一 
司会者が二人の発言内容を整理したものとして適切

な組み合わせを選択する 
選択 84.3% 83.9% ＋0.4 

二 
情報を知るならテレビと新聞のどちらが良いか，立場を明らかにし

たうえで【話し合いの様子】の内容を取り上げて自分の意見を書く 
記述 59.4% 54.8% ＋4.6 

【成果】 

・示された述語に対する主語を選択する問題で改善が図られています。 

・目的に応じて引用する文を選択する問題で改善が図られています。 

  ・必要な内容を適切に取り上げて，自分の意見をまとめる問題で改善が図られ

ています。 
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【課題】 

  ・接続語を使って一文を二文に分けて書く問題に課題が見られます。 

    ・目的に応じて，文章の中から必要な情報を見付ける問題に課題が見られま

す。 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 ６一、二 の設問 （正答率：74.2 %、62.8 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

   目的に応じて，中心となる語や文を捉え，必要な情報を見付けて読むことが

できるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

指導に当たっては，「何のために調べるのか」，「何について調べるのか」など，

調べる目的や事柄を明確にした上で，本や文章を選び，その中の記述や説明から，

課題を解決するために必要な情報を選択できるようにすることが重要です。その

際，本の題名や種類に着目し，目次や索引などを効果的に利用できるよう指導す

ることが大切です。 

また，自分の調べたい言葉を別の言葉に置き換えたり，必要な情報の中から手

掛かりとなる言葉を決め，それを基に検索したりするなど，目的に照らして必要

な本や文章を児童自ら選ぶことができるよう指導することも大切です。 

 

〈必要な情報を見付けて読むためのポイント〉 

 

 

 

 

  

■学習指導要領における領域・内容 

【第３学年及び第４学年 Ｃ 読むこと】 

 ア 段落相互の関係に着目しながら，考えとそれを支える理由や事例との関

係などについて，叙述を基に捉えること。 

ウ 目的を意識して，中心となる語や文を見付けて要約すること。 

〈目的〉 

「学校新聞の特集で，「時の記念日」についての記事を載せる」 

〈意図〉 

「季節や時期に合った記事を紹介することを通して，全校のみんなに身の回りの出来

事に興味・関心をもってほしい」 

〈調べる内容〉 

「なぜ「時の記念日」を設定したのか」 

・ なぜ「時の記念日」を設定したのかを調べる際には，

「時の記念日」を設定した目的について調べればよいと

いうことを明確にする。 

 

・ 設定した目的を調べるために，「目的」，「設定」など，

情報の中心となる言葉を考える。 

 

・ 調べたい言葉が出ているページを，「目次」，「索引」，

「見出し」などに着目して探す。 

・ ページから，「見出し」，「文章」，「図や表」などに着目

して，調べたい言葉を探す。 

 

・ 設定した目的を，別の言葉に置き換えて探し，必要な

情報を見付ける。 

〈別の言葉の例〉 

「～のために」，「～しようと考えて」，「～を定めた」 

「～をねらって」，「～することを願って」，「～を設けた」 

など 

① 何を調べればよい

のか明確にする 

② 必要な情報の中心

となる言葉を考える 

③ 本の目次や索引，見

出しや文章から言葉

を探す 

④ 調べたい言葉が見付

からない場合，別の言

葉に置き換えて探す 



（３）課題に対応したワークシート 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「国語 第 14 弾 し料を読み取ろう（ホッ

トケーキの作り方） sko_viva14002」から，ダウンロードできます。 

 

〈 小 学 校 四 年 生 の 学 習 内 容 〉 答 え  



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介 

【指導のねらい】 

目的や意図に合わせて，必要な情報を関係付けながら的確に読み取ることがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される

内容のまとめ（小学校編）【資料編】小学校国語 課題として考えられる内容

の解決に向けた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 
変化と 

関係 

データの 

活用 

48.8% 
（5.9問/12問） 

1.40% 49.1% 47.5% 58.1% 51.5% 48.3% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1  100－20×４の計算をする 短答 76.8% 80.7% -3.9 

２  ４は 10 の何倍かを求める 短答 46.3% 44.2% +2.1 

３  12÷0.8 の式で求められる問題をすべて選ぶ 選択 24.8% 24.5% +0.3 

４  色をぬった部分の長さが 2/3ｍのテープを選ぶ 選択 37.2% 20.5% +16.7 

５  180 度以上の角の大きさを求める 選択 44.6% 44.9% -0.3 

６  
ＡとＢの二つのシートの混み具合を比べる式の意味

について，正しいものを選ぶ 
選択 54.8% 52.0% +2.8 

７  
午前 10 時 35 分から午後１時 15 分までの時間を求め

る 
短答 58.1% 40.4% +17.7 

８  
四角形を３つの三角形に分けたときの，四角形の４つ

の角の大きさの和を求める式を書く 
短答 37.5% 43.1% -5.6 

９  
Ｌ字型の図形の面積の求め方を表す式を，示された図

をもとに選ぶ 
選択 60.5% 57.6% +2.9 

10 

（１） 

学校ごとの１人当たりの本の貸出冊数を求めるため

に，学校ごとの貸出冊数の合計のほかに調べる必要の

ある事柄を選ぶ 

選択 48.3% 49.1% -0.8 

（２） 示された二つの表だけでは判断できないものを選ぶ 選択 70.5% 70.0% +0.5 

（３） 

Ａ小学校とＢ小学校の図書委員が表したグラフを見

比べて読みとった事柄として正しくない事柄につい

て，正しくないわけを書く 

記述 26.1% 26.4% -0.3 
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【成果】 

・分数の意味について問う問題で改善が図られています。 

・日常生活に必要な時間を求める問題で改善が図られています。 

 

【課題】 

・減法と乗法の混合した整数の計算をする問題に課題が見られます。 

・示された図に即して説明の意味を理解し，四角形の内角の大きさの和の求め

方を問う問題に課題が見られます。 

・グラフから貸出冊数を読み取り，それを根拠に，示された事柄が正しくない

理由を，言葉や数を用いて記述する問題に課題が見られます。 

 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 10（３） の設問 （正答率：26.1 %）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

縦軸の幅が変わることによって見え方が異なる二つのグラフについて，批判

的に考察し，情報を正しく読み取ることができるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折れ線グラフは，折れ線の傾きによって数量の増減の様子を表すことができま

すが，縦軸の目盛りの付け方によっては，数量の増減の様子を大きく見せたり，

小さく見せたりすることもできます。グラフに表すときは，目的に応じて適切に

目盛りの大きさを決め，表したい事柄を的確に表現することが大切です。また，

グラフを比較するときは，それぞれの目盛りの大きさなどに留意して的確に読み

取ることができるようにすることが大切です。その際，事象に対して誤った判断

をしないよう，根拠を明らかにして説明できるようにすることが大切です。 

指導に当たっては，事象に対して誤った判断をしないよう，根拠を明らかにし

て説明できるようにすることが大切です。複数の折れ線グラフを提示し，比較す

る場面を取り上げて，変化の大きさや増え方の大きさの違いについて考察する場

面を設けることが考えられます。例えば，Ａ小学校とＢ小学校のグラフを提示し，

どちらの学校の方が「物語」の貸出冊数の増え方が大きいかを比較し，折れ線の

傾きだけでは判断できないことに気付くようにすることが考えられます。その際，

Ａ小学校とＢ小学校のグラフを同じ目盛りの大きさでかき直し，重ねて比較する

ことも考えられます。 

 

 

  

■学習指導要領における領域・内容 

【４年生 Ｄ データの活用（１）データの分類整理】 

 データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付け

ることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（イ）折れ線グラフの特徴とその用い方を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア）目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目

し，問題を解決するために適切なグラフを選択して判断し，その結論に

ついて考察すること。 



（３）課題に対応したワークシート 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「算数 第 14 弾 グラフを読み取ろう 

ssa_viva14002」から，ダウンロードできます。 

 



（４）課題の改善に向けた授業例の紹介 

  授業アイディア例より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

「平成 28年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」 

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html） 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和３年度第２回みえスタディ・チェックの結果（小学校理科） 

１ 平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

59.5% 
（5.9 問/10 問） 

2.42% 62.5% 63.9% 57.5% 43.5% 

 
２ 各問題の正答率グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 各問題の正答率・改善状況 ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
同一問題
正答率 

改善状況 

1 

（１） 顕微鏡の適切な操作方法を選ぶ 選択 61.1% 45.4% +15.7 

（２） 
メダカやインゲンマメの成長に必要な養分のとり方

について，共通する事柄を選ぶ 
選択 68.5% － － 

２  インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の当た

り方から，適した栽培場所を選ぶ 
選択 42.9% 46.9% -4.0 

３ 
（１） 

モーターカーの動きから，乾電池のつなぎ方と向きの

組み合わせを選ぶ 
選択 65.2%  － － 

（２） 検流計の適切な使用方法を選ぶ 選択 62.6% 72.3% -9.7 

４  方位磁針の適切な操作方法を選ぶ 選択 44.1% 35.7% +8.4 

５ 

（１） 
実験結果を基に，水のあたたまり方について考えた文

の空欄に入る適切な言葉を書く 
短答 79.2% 87.6% -8.4 

（２） 
空気のあたたまり方の予想を基に，温度計が示す温度

が高くなる順番を書く 
短答 51.9% 41.6% +10.3 

（３） 
空気のあたたまり方について，実験結果から考え直し

た内容を選ぶ 
選択 78.3% 74.7% +3.6 

（４） 

空気のあたたまり方の実験結果を基に，部屋全体を早

くあたためるためには，エアコンの風の出る向きを下

にすればよい理由を書く 

記述 40.7% 37.8% +2.9 

【成果】 

・顕微鏡や方位磁針の適切な操作方法を問う問題で改善が図られています。 

・空気のあたたまり方について，予想が一致した場合に得られる結果を見通し 

て，実験を構想する問題で改善が図られています。 
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【課題】 

  ・植物の適した栽培場所について，成長の様子と日光の当たり方を適用して考

察する問題に課題が見られます。 

    ・検流計の適切な使用方法を問う問題に課題が見られます。 

・実験結果を基に，水のあたたまり方を考察して分析する問題に課題が見られ 

ます。 

 

４ 課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

（１）課題が見られる問題 

 ２ の設問 （正答率：42.9 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）課題の改善に向けた指導のポイント 

   学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活に当てはめて考えること 

ができるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   指導に当たっては，例えば，日光の当たり方の違いによって同じ種類の植物 

でも成長の様子に違いが見られることを捉えたり，アサガオなどの栽培経験か   

ら植物を育てる際には，鉢を日光がよく当たる場所に置くようにしたことを想 

起したりするなどの学習活動が考えられます。また，本設問のように，学校園 

などで教材として異なる種類の植物を栽培する際には，教師が栽培場所を決め 

るのではなく，学級全体で植物の生育の仕方と日光の当たり方や日陰のでき方 

を考えながら，栽培場所について話し合うなどの機会をもつことが大切です。 

このように，日頃から身の回りで見られる自然や日常生活の事物・現象につい 

て，これまでに学習した内容を適用して考えられるようにすることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■学習指導要領における領域・内容 

【３年生 B 生命・地球（２）太陽と地面の様子】 

 太陽と地面の様子との関係について，日なたと日陰の様子に着目して，それ

らを比較しながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよ

うに指導する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付ける 

こと。 

 （ア）日陰は太陽の光を遮るとでき，日陰の位置は太陽の位置の変化によっ 

て変わること。 

  

【５年生 B 生命・地球（１）植物の発芽，成長，結実】  

 植物の育ち方について，発芽，成長及び結実の様子に着目して，それらに関

わる条件を制御しながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付ける

こと。 

 （ウ）植物の成長には，日光や肥料などが関係していること。 



（３）課題に対応したワークシート 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生

のページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「理科 第 10 弾 植物の発芽と成長～植物

が発芽する条件～ sri_viva10002」から，ダウンロードできます。 

 

＜小学校５年生の学習内容＞ 答え 


